
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正
たいしょう

１２年(１９２３)に会社
かいしゃ

を辞
や

め、小豆島に来るまで各地
か く ち

を転々
てんてん

としていた放哉。同年１１月、その最初
さいしょ

に訪
おとず

れた

のは京都
きょうと

にある一
いっ

燈
とう

園
えん

でした。妻
つま

・馨
かおる

とも別居
べっきょ

し、ここから放浪
ほうろう

生活
せいかつ

が始
はじ

まりました。 

期
き

 間
かん

 大正１２年１１月２３日～大正１３年３月 

動
どう

 機
き

 

きっかけ 

これまで、借金
しゃっきん

や酒
さけ

などで友人
ゆうじん

・親戚
しんせき

に迷惑
めいわく

をかけ、さらに病気
びょうき

を患った
わずら   

事
こと

で、借
しゃっ

金
きん

返済
へんさい

がままな

らなくなった。事
じ

業
ぎょう

を起
お

こそうにも体
たい

力
りょく

の限
げん

界
かい

を感
かん

じ、少
すこ

しでも社
しゃ

会
かい

奉
ほう

仕
し

が出
で

来
き

ればと考
かんが

え、寺
てら

男
おとこ

₁として生
い

きていくことを決
けつ

意
い

した。 

一燈園を主
しゅ

宰
さい

₂する西
にし

田
だ

天
てん

香
こう

の著
ちょ

書
しょ

『懺悔
ざ ん げ

の生活
せいかつ

』に共鳴
きょうめい

₃し、放哉の求めて
もと    

いた「懺悔
ざ ん げ

₄」「報恩
ほうおん

₅」

の目的
もくてき

をかなえるにふさわしい場所だと思った。 

場
ば

 所
しょ

 

・京都市
きょうとし

左京区
さきょうく

鹿ケ谷
ししがたに

（現在
げんざい

は山科区
やましなく

四ノ宮
し の み や

柳 山 町
やなぎやまちょう

へ移転
い て ん

） 

・西田天香の主宰する修養
しゅうよう

₆道 場
どうじょう

 ・山の中腹
ちゅうふく

にある木造
もくぞう

の一軒家
いっけんや

 

・道場もあれば、２階の座敷
ざ し き

もある 

在園者
ざいえんしゃ

 ・いつでも平均
へいきん

男女
だんじょ

合
あ

わせて３０人～４０人 ・毎
まい

日
にち

、去
さ

る者
もの

あり来
く

る者
もの

あり 

１日の生活 
朝５時起床

きしょう

→掃除
そ う じ

→道場で約１時間の読経
どっきょう

→各自
か く じ

その日の托鉢先
たくはつさき

へ→朝 食
ちょうしょく

をいただき、１日仕事を

し、夕飯
ゆうはん

をいただく→帰
き

園
えん

→約１時間の読経→就寝
しゅうしん

 

仕事
し ご と

内容
ないよう

 ・草むしり・障子
しょうじ

張
は

り・大掃除
おおそうじ

・引
ひ

っ越
こ

しの手
て

伝
つだ

い・炭切
す み き

り・薪割
ま き わ

り・便所
べんじょ

掃除
そ う じ

・広告
こうこく

配
くば

りなど 

一燈園を 

去
さ

った理
り

由
ゆう

 
朝
ちょう

鮮
せん

に居
い

る時
とき

に肺
はい

を患
わずら

い（左
ひだり

湿性
しっせい

肋膜炎
ろくまくえん

）、肉
にく

体
たい

労
ろう

働
どう

が堪
こた

えていた。 
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●放哉だより発行日  

□記念館休館日 □資料館休館日 

締
し

め切
き

り間
ま

近
ぢか

です。ご応
おう

募
ぼ

お待
ま

ちしています！ 

第 23 回放哉ジュニア賞 

【主催】「放哉」南郷
みなんご

庵
あん

友
とも

の会
かい

 

小豆島尾崎放哉記念館 

【対象】郡内
ぐんない

の小中学生および鳥取
とっとり

市立
し り つ

修
しゅう

立
りつ

小学校 

締め切り：2023 年 12 月 15 日（金）必着
ひっちゃく

 

【問い合せ先】 

「放哉」南郷庵友の会事務局 62-0327 

 小豆島尾崎放哉記念館 62-0037  

第７回 尾 崎 放 哉 賞 

【主催】自由律俳句結社『青穂』（代表：小山貴子） 

【対象】一般の部・高校生の部 

締め切り：2023 年 11 月 30 日（木）必着 

【問い合せ先】 

◎ホームページ http://www.hosai-seiho.net/ 

◎メールアドレス hosaisan581@gmail.com 

◎TEL／FAX 06‐6844‐1719（小山貴子） 

※作品募集要項・投句用紙は記念館にあります。 

 

⒈お寺
てら

に雇
やと

われて、雑用
ざつよう

仕事
し ご と

をする人 

⒉人々
ひとびと

の中心
ちゅうしん

になって全体
ぜんたい

をまとめること 

⒊他
た

人
にん

の考
かんが

えや行
こう

動
どう

に、心
こころ

から同
おな

じように感
かん

じること 

⒋神様仏
かみさまほとけ

様
さま

の前
まえ

で罪
つみ

を告白
こくはく

し、悔
く

いて改
あらた

めること 

⒌恩返
おんがえ

しすること 

⒍知識
ち し き

を高
たか

め、人
じん

格
かく

を磨
みが

くこと 

http://www.hosai-seiho.net/

